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B.林 木 育 種 に 関 す る 研 究

田 島 正 啓 ・宮 島 寛 ・宮 崎 安 貞

8ダ イ ヤ レ ル ・ク ロ ス に よ る ヒ ノ キ,ロ ー ソ ン ヒ ノ キ,ア ラ ス カ ヒ ノ キ

の 種 内 お よ び 種 間 交 雑 に 関 す る 研 究

1972年4月 、粕 屋演習林に存 する ヒノキ精英 樹28クローン ・。一 ソンk・よび ア ラス ヵ

ヒノキ を混 じえた種 内論 よび種蘭交雑試験 に着手 したo

現 在、第1回Hの 交 雑種 子が得 られ、各組合 わせ毎に播種 し、稚 樹が成育 しつつ あるo

そ の概要を報告す るo

I組 合 わぜ

精英樹28クローン 、9一 ソンk・よびア ラス カビノvaを 混 じえた交雑 を行 な ったoし か し、

母樹 の着花量、 糖粉 量 、交配枝の折損 、k・ よび未授 精等のた め、最終的 に得 られた のは294

組 で あ 瀞たo

そ の概要は表 壌に示 すo

ま た、第1回 目の欠 損組合わせ を補な うftめ 、1975年4月 、第2回 目の交配を行 なっft。

しか し、本年は雌雄 花の着生量 が非常に少表か9たoそ の着生状況 を表2に 示すo

花 粉の不 足分は4月 初旬、九州林木育種場 よ りいただいたo

l昨 年 と同様 の手 順で19ア5年4月4臼 に花 粉の注入 を行な ったo

猛 球果お よび種 子 の採集

1972年9月 下 旬交雑球 果が十分 に成 熟 し種子が 自然落下す る約一週間 前、入為的 に

各組合 わせ毎 、球果 を採集 したs

採 集 球果は次の様 な千ヤ ラクター につ いて測定 を行な ゆfto

1.採 集 直後、各 組合 わせ 毎 ランダムに約40球 果 を抽出 し、その生重 の測定0

2.球 果 の巾、高 さ訟 よびそ の形状比(高 さ/巾)

5.各 組 わせ 当 り50球 果 を取 り出 し、1球 果 当 りの種子数

4天B乾 燥後 、各組合 わせ 毎のf.9Ce粒 重 の湖定

各キヤラ クター・・の 測定 値につ いては、現在計算 中であるo

璽 直接播種試験

t972年 肇2月22臼 、粕 屋演習林大温室 で、直接 播種試験 を行 な3たoこ れは、比較的

種子が 多 ぐ得 られた もの127組 合 わせ に限 ったoそ の概要は次の如 くであるo



25×55×1ecmの プ ラスチ ツク製 容器の底に径71ZX:の 孔9個 をあけ、1ma目 の 寒冷紗 を

敷いて、加熱 消毒 した砂 をつめ、播種床 と した。

播 種床にはあ らか じめ、NPK混 合 肥料9.459(5:4:3正 味 比)を 混入 したo

空 中温度50。G.播 種 床 温度15^・18℃ で あ ったo一 播種床当b(25×35/2=4ろZ

5罐)播 種種 子数は200粒 と したo

発 芽率を母樹別に見れば 、一番 低いのが富士2号 で1・5%・ 一 番高 い ものが粕演20号 で20・

9%で あるo

また 、組合 わせ別 では0.0%、39.0%の 聞 であ った。

発 育途中IibtritiscinereaRbrs(灰 色 カ ビ病 菌)や ナ メクジ、また原因不明のた めそ の相 当

数 の ものが消失 し、最終的 に残 った ものは非常 に少 いo

IV1975年4月 播種

1972年4月 ダイヤvruク ロス より得 られた各組わせ毎の種子 を、本年4月25日 播 種 し

たo播 種 に供 した組合 わせは表1に 示 した通 りであるo

収 穫種子数は組合 わせ毎にまちまちであ った。 多い ものは200粒 ず つ の5回 反復 に限 った。

播種床の条 件は 、1昨 年 と同様 と し、 自然条件下 で粕屋演書林 の第2網 室 に設置 したo

現 在、それ らの発芽率や 、生育状況 、遺伝変異等 については観察測定 中であるo
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表21975年 ヒノ・fクロー ン着花状況

来米来優,米 来 良,来 可 ・r一不可


